
  

 

 

Type II 環境ラベル「AT-ECO」対象商品  

ICT-24 クラウド 

モデルと評価 

モデル 

 

 

評価条件 

研究開発プロジェクトの開発環境（物理サーバー83 台相当）を構築し、1 年間運用する。 

• 従来手段:  研究所施設内のサーバールームでオンプレミス型の研究開発環境(物理サ

ーバー83 台利用)を構築)し、保守運用する。 

• ICT-24 クラウドサービス：  データーセンターにクラウド型の研究開発環境

(83VM(※)利用)を構築し、保守運用する。 



 
(※) VM（バーチャルマシン）：1 台のコンピュータを、あたかも複数のコンピュータが実在するかのようにみなして、

複数の端末から活用できる技術方式を利用して、ソフトウェアによって仮想的に構築されたコンピュータ。 

 

評価結果 

 

グラフは、従来システムの CO2 排出量を 100%として、割合を表しています。 


